
協定の背景
　只見町は、日本でも有数の豪雪地帯としても知られ、
豊かな自然を有することから日本の自然の中心地として
「自然首都・只見」を宣言しています。また、ユネスコ
（国連教育科学文化機関）から人と自然の共生を実現す
るモデル地域として「只見ユネスコエコパーク」にも登
録され、自然環境の保護・保全、学術調査、教育・人材
育成、持続可能な社会経済の発展を目指しております。
　これら只見町のまちづくりの基本理念である「人と自
然の共生」と、株式会社モンベルの７つのミッションの
方向性は同じであり、今後、相互に連携し課題解決に向
けて取り組んでいくこととしました。

福島県内自治体初

１、自然体験の促進による環境保全意識の醸成に関すること
２、子どもたちの生き抜いていく力の育成に関すること
３、自然体験の促進による健康増進に関すること
４、防災意識と災害対応力の向上に関すること
５、地域の魅力発信とエコツーリズムの促進による地域経済の活性化に関すること
６、農林水産業の活性化に関すること
７、高齢者、障がい者等の自然体験参加の促進に関すること

モンベルと只見町の連携事項

株式
会社モンベルと包括協定を締結

協定を結ぶにあたって
　この度、株式会社モンベルと７項目にわたる連携と協力に関する包括協定を締結させていただきました。
　何れも只見町にとって大切な事柄であり、この協定を機に力をお借りしながら只見町の振興のために
さらに励んでまいる覚悟です。
　私は、これからの目まぐるしい時代を生き抜くための力を育む環境や機会を子どもたちに提供するこ
とが大人の使命だと考えております。
　社会に出れば順調な事ばかりではありません。それに負けずに生き抜くためには、周囲の励ましとと
もに、多くの経験から得た自分を信じる力を持つことが必要だと思っています。
　株式会社モンベルと共により良い経験ができる環境や機会づくり、そのうえで地域経済の活性化に繋
がる取り組みを町議会と力を合わせて、より一層努めてまいります。
　皆様のご理解とご支援を心からお願い申し上げます。
� 只見町長　渡部　勇夫　　

株式会社　モンベル
昭和50年８月１日創立。従業員数は1,240人。大阪に本社を置き、アウトドア用品の企画・製造・販売を手がける日
本を代表するアウトドアスポーツ会社。社会的使命として、７つのミッション「自然環境保全意識の向上」、「野外活
動を通じて子供たちの生きる力を育む」「健康寿命の増進」、「自然災害への対応力」「エコツーリズムを通じた地域経
済活性」「一次産業（農林水産業）への支援」「高齢者・障害者のバリアフリー実現」を掲げている。
HP：https://www.montbell.jp/　右記のQRコードからもアクセスできます。
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▲住民説明会の様子（只見振興センター）

▲大竹所長に要望書を手渡す渡部町長

▲題字、カバー写真も喜六さんご自身によるもの
とのことです。

▲受賞の報告をする目黒俊行会長（左）と目黒長一郎会長（右）
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